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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期

第１四半期連結
累計期間

第51期
第１四半期連結
累計期間

第50期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 8,187,6319,004,87032,856,438

経常利益（千円） 323,287 552,0671,420,887

四半期（当期）純利益（千円） 238,410 456,3661,086,445

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△354,1631,275,1513,260,949

純資産額（千円） 30,918,19435,500,39134,443,831

総資産額（千円） 58,757,99860,213,50659,050,286

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
5.75 11.01 26.21

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 47.0 52.1 51.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第50期第１四半期連結累計期間及び第50期連結会計年度の各数値については、遡及修正後の数値を記載して

おります。なお、詳細については「第４　経理の状況　追加情報（在外子会社における中華民国国際会計基準

の適用）」をご参照ください。　

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生したリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成25年4月1日～6月30日）におけるわが国経済は、円高の是正が進み、企業収益の

改善や個人消費の増加なども見られ、穏やかな回復傾向で推移しました。世界経済におきましては、米国経済は個人

消費が増加し、住宅市場や雇用環境に改善傾向が見られ穏やかな回復基調が続いておりますが、欧州では依然とし

て経済の低迷が続いており、中国を中心にしたアジアの経済成長は鈍化してまいりました。

　このような環境のなか、スマートフォンを中心とする通信機器市場やカーエレクトロニクス市場への販売は増加

しました。その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は9,004百万円（前年同期比10.0%増）となりましたが、海

外生産子会社における固定費の上昇などに伴い、営業利益は337百万円（前年同期比26.4％減）となりました。ま

た、円高の是正が進み、為替差益250百万円を計上した結果、経常利益は552百万円（前年同期比70.8%増）、四半期純

利益は456百万円（前年同期比91.4%増）となりました。

   

セグメントの業績は、次のとおりであります。　

① 日本

　日本国内におきましては、AV機器向けやカーエレクトロニクス向けが前年を下回り、売上高は2,552百万円と前年

同期と比べ676 百万円（21.0%減）の減収となり、セグメント利益（営業利益）は221百万円と前年同期と比べ32百

万円（12.9%減）の減益となりました。

　　　　　　　　　 

② 北米

　北米におきましては、カーエレクトロニクス向けやHEMS向けが前年を上回り、売上高は550百万円と前年同期と比

べ179百万円（48.2%増）の増収となり、セグメント利益（営業利益）は24百万円と前年同期と比べ13百万円

（116.8%増）の増益となりました。

　

③ 欧州

　欧州におきましては、カーエレクトロニクス向けなどが前年を上回った結果、売上高は480百万円と前年同期と比

べ121百万円（33.7%増）の増収となり、セグメント利益（営業利益）は3百万円と前年同期と比べ0百万円（24.9%

増）の増益となりました。

 

④ 中国

　中国におきましては、通信機器やカーエレクトロニクス向けの売上が増加し、売上高は2,580百万円と前年同期と

比べ775百万円（43.0%増）の増収となりましたが、一部機種における稼働率低下などにより、セグメント利益（営

業利益）は54百万円と前年同期と比べ8百万円（14.0%減）の減益となりました。

　

⑤ 台湾

　台湾におきましては、通信機器向けやPC向けの販売が増加し、売上高は2,368百万円と前年同期と比べ340百万円

（16.8%増）の増収となりました。その結果、セグメント利益（営業利益）は90百万円と前年同期と比べ22百万円

（32.4%増）の増益となりました。

 

⑥ アジア

　その他アジアにおきましては、カーエレクトロニクス向けなどの販売が増加し、売上高は471百万円と前年同期と

比べ77百万円（19.6%増）の増収となりましたが、生産子会社における固定費の上昇などにより、セグメント損失

（営業損失）は21百万円と前年同期と比べ98百万円（前年同期はセグメント利益77百万円）の減益となりました。

EDINET提出書類

株式会社大真空(E01952)

四半期報告書

 3/18



(2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の財政状態といたしましては、総資産60,213百万円となり、前年度末比1,163百万円

増加しております。これは、主に売掛金が増加したことなどによるものであります。純資産は35,500百万円と、前年

度末比1,056百万円の増加となり、自己資本比率は52.1％となりました。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、462百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 45,246,212 45,246,212
東京証券取引所

市場第一部

　単元株式数

　1,000株

計 45,246,212 45,246,212 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日　
－ 45,246,212 － 19,344,883 － 5,781,500

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

 平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    3,797,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   40,793,000 40,793 －

単元未満株式 普通株式　　　656,212 －
１単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 45,246,212 － －

総株主の議決権 － 40,793 －

 

②【自己株式等】

 平成25年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社大真空
兵庫県加古川市平岡町新

在家字鴻野1389番地
3,797,000 － 3,797,000 8.39

計 － 3,797,000 － 3,797,000 8.39

　（注）当第１四半期会計期間末日現在の保有自己株式数は3,802千株です。
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、霞が関監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,494,912 13,502,708

受取手形及び売掛金 ※
 8,783,656

※
 9,538,392

有価証券 1,869,649 1,869,901

商品及び製品 2,799,529 2,621,754

仕掛品 3,141,322 3,316,291

原材料及び貯蔵品 2,385,992 2,373,639

繰延税金資産 198,252 230,150

その他 1,218,708 1,248,690

貸倒引当金 △18,632 △18,067

流動資産合計 33,873,390 34,683,461

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,157,060 5,124,348

機械装置及び運搬具（純額） 9,803,461 10,030,906

工具、器具及び備品（純額） 995,637 1,014,738

土地 5,693,036 5,720,128

建設仮勘定 1,485,835 1,485,519

有形固定資産合計 23,135,032 23,375,641

無形固定資産

のれん 53,343 42,054

その他 165,247 177,829

無形固定資産合計 218,590 219,883

投資その他の資産

投資有価証券 1,410,293 1,510,176

長期貸付金 316 207

繰延税金資産 52,226 56,607

その他 478,677 485,769

貸倒引当金 △118,241 △118,241

投資その他の資産合計 1,823,272 1,934,520

固定資産合計 25,176,895 25,530,045

資産合計 59,050,286 60,213,506

EDINET提出書類

株式会社大真空(E01952)

四半期報告書

 9/18



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,653,907 3,064,977

短期借入金 2,530,454 2,935,151

1年内返済予定の長期借入金 6,261,500 5,922,014

未払金 779,791 1,016,593

未払法人税等 327,663 134,123

賞与引当金 498,224 265,357

役員賞与引当金 － 3,750

その他 676,843 769,395

流動負債合計 13,728,385 14,111,364

固定負債

長期借入金 8,059,859 7,749,831

繰延税金負債 531,194 550,255

退職給付引当金 1,738,202 1,738,785

長期未払金 309,739 315,391

資産除去債務 24,763 24,865

その他 214,309 222,621

固定負債合計 10,878,068 10,601,751

負債合計 24,606,454 24,713,115

純資産の部

株主資本

資本金 19,344,883 19,344,883

資本剰余金 12,413,466 12,413,466

利益剰余金 878,200 1,168,771

自己株式 △1,522,712 △1,524,404

株主資本合計 31,113,838 31,402,716

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 90,328 157,107

為替換算調整勘定 △745,738 △190,869

その他の包括利益累計額合計 △655,409 △33,762

少数株主持分 3,985,403 4,131,437

純資産合計 34,443,831 35,500,391

負債純資産合計 59,050,286 60,213,506
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 8,187,631 9,004,870

売上原価 6,297,409 7,136,092

売上総利益 1,890,221 1,868,777

販売費及び一般管理費 1,431,618 1,531,185

営業利益 458,602 337,592

営業外収益

受取利息 4,116 5,957

受取配当金 14,516 15,130

為替差益 － 250,351

補助金収入 88,088 －

その他 24,969 25,010

営業外収益合計 131,691 296,449

営業外費用

支払利息 78,729 67,380

為替差損 166,622 －

その他 21,654 14,593

営業外費用合計 267,006 81,974

経常利益 323,287 552,067

特別利益

固定資産売却益 51 827

特別利益合計 51 827

特別損失

固定資産売却損 360 －

固定資産除却損 239 15,211

投資有価証券評価損 38,166 －

過年度関税等支払額 － 41,012

特別損失合計 38,766 56,223

税金等調整前四半期純利益 284,572 496,670

法人税、住民税及び事業税 48,631 81,321

法人税等調整額 △31,083 △63,931

法人税等合計 17,547 17,390

少数株主損益調整前四半期純利益 267,025 479,280

少数株主利益 28,614 22,914

四半期純利益 238,410 456,366

EDINET提出書類

株式会社大真空(E01952)

四半期報告書

11/18



【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 267,025 479,280

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △70,664 66,778

為替換算調整勘定 △550,524 729,091

その他の包括利益合計 △621,188 795,870

四半期包括利益 △354,163 1,275,151

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △241,273 1,078,013

少数株主に係る四半期包括利益 △112,890 197,137
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、主に当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

 

（追加情報）

（在外子会社における中華民国国際会計基準の適用）

　当第１四半期連結会計期間より、連結子会社である加高電子股?有限公司の連結財務諸表につき、中華民国にお

いて平成25年１月１日以後開始する事業年度より中華民国株式市場での公開企業に対して中華民国国際会計基準

が強制適用されることから、当該会計基準を適用した加高電子股?有限公司の連結財務諸表を基礎として、当社グ

ループの連結財務諸表を作成しております。当該会計基準は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度につい

ては遡及適用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

　遡及適用を行う前と比較し、前第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金調整前四半期純利益並び

に１株当たり四半期（当期）純利益に与える影響は軽微であります。なお、前連結会計年度の期首の純資産に累積

的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前連結会計年度の期首残高は108百万円増加しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 73,817千円 60,118千円

 

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でしたが、

満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとおり

であります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 9,262千円 5,684千円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 830,866千円 910,618千円

のれんの償却額 12,292 12,954

　　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 41,454 1 平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 165,795 4 平成25年３月31日平成25年６月28日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

  
報告セグメント　

調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額

日本
　

北米
（注）３　

欧州
（注）３　

中国
　

台湾
　

アジア
（注）３

計

売上高                                     

外部顧客への

売上高
3,228,766371,730359,3301,805,2142,028,328394,2608,187,631 － 8,187,631

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

3,040,2126,018 － 1,259,362290,3251,086,0045,681,923△5,681,923 －

計 6,268,978377,749359,3303,064,5762,318,6541,480,26513,869,554△5,681,9238,187,631

セグメント利益

　
254,39311,351 2,620 63,21868,63377,446477,665△19,062458,602

（注）１.　セグメント利益（営業利益）の調整額△19,062千円には、セグメント間取引消去52,025千円、のれ

んの償却額△12,292千円、その他の調整額△58,795千円が含まれております。

２.　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３.　日本、中国、台湾以外の各セグメントに属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米………米国

(2) 欧州………ドイツ　

(3）アジア……インドネシア、シンガポール 

　 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

  
報告セグメント　

調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額

日本
　

北米
（注）３　

欧州
（注）３　

中国
　

台湾
　

アジア
（注）３

計

売上高                                     

外部顧客への

売上高
2,552,303550,971480,5382,580,8372,368,686471,5329,004,870 － 9,004,870

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

3,707,1807,645 4251,224,590324,9341,093,8126,358,589△6,358,589 －

計 6,259,484558,617480,9633,805,4272,693,6211,565,34515,363,459△6,358,5899,004,870

セグメント利益

又は損失（△）

　

221,67424,614 3,272 54,38390,842△21,213373,573△35,981337,592

（注）１.　セグメント利益（営業利益）の調整額△35,981千円には、セグメント間取引消去45,462千円、のれ

んの償却額△12,954千円、その他の調整額△68,488千円が含まれております。

２.　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３.　日本、中国、台湾以外の各セグメントに属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米………米国

(2) 欧州………ドイツ　

(3）アジア……インドネシア、シンガポール 

４．在外子会社における中華民国国際会計基準の適用

　　　当第１四半期連結会計期間より、連結子会社である加高電子股?有限公司の連結財務諸表につき、中

華民国国際会計基準が強制適用されることから、当該会計基準を適用した加高電子股?有限公司の

数値を基礎として、当社グループのセグメント情報を作成しております。当該会計基準は遡及され、

前第１四半期連結会計期間については遡及適用後のセグメント情報となっております。

　　　なお、これによる前第１四半期連結累計期間のセグメント情報に与える影響は軽微であります。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 5円75銭 11円1銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 238,410 456,366

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 238,410 456,366

普通株式の期中平均株式数（千株） 41,453 41,445

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　　

２【その他】

　該当事項はありません。　

 

EDINET提出書類

株式会社大真空(E01952)

四半期報告書

16/18



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月８日

株式会社大真空

取 締 役 会　御 中

霞 が 関 監 査 法 人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 森内　茂之　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 植田　益司　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 笹川　敏幸　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大真空の

平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（平成25年４月1日から平成25年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

　四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

　監査人の責任　

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大真空及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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